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■
募
集
作
品
の
部
門

美
術
＝
日
本
画
（
極
彩
・
水
墨
）、
洋

画
（
油
彩
・
水
彩
・
ア
ク
リ
ル
・
版

画
・
パ
ス
テ
ル
・
き
り
絵
・
は
り
絵

な
ど
）、
彫
刻
・
工
芸

写
真
＝
風
景
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
、
花
・

動
植
物
、
ス
ナ
ッ
プ
・
人
物
（
い
ず

れ
の
場
合
も
カ
ラ
ー
・
白
黒
を
問
わ

な
い
。
画
像
加
工
と
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー

は
不
可
）

書
道
＝
漢
字
、
か
な
、
新
傾
向
（
近

代
詩
文
・
墨
象
・
少
字
数
）

■
募
集
作
品
の
規
格

美
術
＝
〈
日
本
画
・
洋
画
〉 
６
号
以
上

30
号
以
下
。
版
画
は
30
号
以
下
自
由
。

た
だ
し
額
装
を
含
め
て
縦
・
横
１
㍍

以
内
。
ひ
も
付
き
の
額
装
を
す
る
こ

と
（
日
本
画
の
額
は
ガ
ラ
ス
の
使
用

不
可
。
洋
画
は
樹
脂
ガ
ラ
ス
の
み
可
）

〈
彫
刻
・
工
芸
〉
立
体
作
品
は
底
面
積

１
㍍
×
１
㍍
以
内
、
高
さ
１
㍍
以
内
。

壁
面
作
品
は
縦
１
・
５
㍍
×
横
１
㍍
以

内写
真
＝
半
切
。
ひ
も
付
き
ア
ル
ミ
額

（
シ
ル
バ
ー
）
で
ア
ク
リ
ル
ガ
ラ
ス
付

き
（
や
む
を
得
な
い
場
合
の
み
ガ
ラ

ス
可
）。
搬
入
は
箱
入
り
。
作
品
中
の

人
物
に
は
了
解
を
得
る
こ
と

書
道
＝
〈
漢
字
〉 

縦
作
品
は
縦
１
８
０

㌢
×
横
60
㌢
以
内
。
た
だ
し
、
軸
装

は
縦
２
１
０
㌢
×
横
60
㌢
以
内
。
横

作
品
は
縦
60
㌢
×
横
１
８
０
㌢
以
内

〈
か
な
〉70
㌢
×
１
８
０
㌢
以
内
で
縦
・

横
自
由
。
縦
作
品
は
縦
１
８
０
㌢
×

横
60
㌢
以
内
も
可
。
た
だ
し
、
軸
装

は
縦
２
１
０
㌢
×
横
60
㌢
以
内
。〈
新

傾
向
〉
１
８
０
㌢
×
75
㌢
以
内
で
縦
・

横
自
由
。
縦
作
品
は
縦
１
８
０
㌢
×

横
60
㌢
以
内
も
可
。
ほ
か
に
各
部
と

も
90
㌢
×
90
㌢
以
内
も
可

■
手
数
料
や
出
品
資
格
な
ど

出
品
手
数
料
＝
出
品
点
数
１
点
に
つ

き
２
，
０
０
０
円
（
高
校
生
は
１
，

０
０
０
円
）。
同
一
部
内
に
２
点
以
上

出
品
の
場
合
は
、
１
点
増
す
ご
と
に

１
，
０
０
０
円
増
し

出
品
資
格
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
高
校
生
か
16
歳
以
上
の
人

出
品
点
数
＝
無
制
限
。た
だ
し
、彫
刻
・

工
芸
は
１
人
２
点
以
内

■
搬
入

〈
美
術
〉
１
月
16
日
㈯
〈
写
真
〉
１
月

17
日
㈰
〈
書
道
〉
１
月
18
日
㈪
い
ず

れ
も
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
に

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
へ
直
接
。
郵
送

不
可

出
品
票
・
開
催
要
項
の
配
布
＝
各
地

区
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で

入
選
・
入
賞
の
発
表
＝
１
月
26
日
㈫

午
前
10
時
。
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
で

■
展
示
期
間

〈
美
術
部
門
〉
２
月
４
日
㈭
～
７
日
㈰

〈
写
真
部
門
〉
２
月
11
日
㈭
～
14
日
㈰

〈
書
道
部
門
〉
２
月
18
日
㈭
～
21
日
㈰

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

市
民
展
の
作
品
募
集

　

２
月
４
日
㈭
か
ら
21
日
㈰
ま
で
開
催
す
る
市
民
展
覧
会
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。募
集
は
美
術
、写
真
、書
道
の
３
部
門
。入
選
作
品
は
市
民
文
化
会
館
で
展
示
し
ま
す
。

　12月11日㈮から31日㈭まで冬の県民防犯運動を実
施します。市民一人一人が、外出時の鍵掛けや声掛け、あ
いさつ、地域のパトロールなどを行い、安全で安心して
暮らせる地域社会を実現しましょう。
■警察官を装う新手の詐欺が発生
　警察官を装った新手の詐欺事件が発生しています。主
な手口は、警察官を名乗って家に電話をかけ、「あなたの
個人情報が流出しています。警察官がお宅に伺いますの

で、キャッシュカードを渡してください。適正に処分し
ます」などと語り、その後、警察官の服装をした犯人が家
を訪れ、カードを渡すように請求します。ここでカード
を渡すと、情報を読み取られ口座から金を引き出されて
しまいます。
　このような電話があった場合には詐欺を疑い、警察に
通報してください。

　健康で安心して暮らせるまちづくりに向け、「医工連
携による安心・安全な地域医療・福祉の確保に向けて」と
題したシンポジウムを開催。シンポジウム終了後、交流
会も行います。
日時＝12月17日㈭午後１時～５時
会場＝前橋工科大
対象＝医工連携に関心のある市民や団体など、先着300
人
費用＝1,000円（交流会参加者）
申し込み＝12月16日㈬までにEメール（asahi@eng.
gunma-u.ac.jp）またはハガキで。住所・所属・役職・氏名・
電話番号を明記し、〒376-8515桐生市天神町一丁目
5-1・群馬大学共同研究イノベーションセンター「医工連
携係」（☎0277-30-1183）へ

　生物に由来する家畜排せつ物、食品の残りかす、林
地残材などのバイオマス資源を有効利用し、二酸化
炭素発生の削減を目的とする｢前橋市バイオマスタ
ウン構想｣の策定について、パブリックコメント(意見
募集)を実施。いただいた意見は、本市の考え方を整理
して各閲覧場所で公表します。
期間＝12月10日㈭～１月８日㈮
資料の閲覧＝市役所農林課、情報公開コーナー、市立
図書館、前橋プラザ元気21内にぎわい商業課、各支
所・地区公民館で。また、本市ホームページにも掲載
意見の提出＝所定の用紙に住所・氏名・意見を記入
し、各閲覧場所へ直接。または市役所農林課(☎
898-6705)へ郵送、ファクス(223-8527)、Eメール
(nousei@city.maebashi.gunma.jp)で

　児童の安全指導、遊び場の危険防
止、遊具の管理などを行う放課後の遊
び場指導員を募集します。
募集校・募集人数など＝下表のとおり
対象＝募集校学校区域内在住で20歳
以上の健康な人（選考）
申し込み＝12月18日㈮までに希望
する学校へ

募集校名 募集人数 連絡先
城南小 4 221-2789
天川小 3 221-5991
岩神小 4 231-6162
広瀬小 5 263-2236
上川淵小 1 265-0650
桂萱東小 2 269-0935
桃瀬小 4 224-5790
嶺小 2 269-6633
勝山小 2 253-2456
元総社小 1 251-2181
元総社北小 4 253-0026
桃川小 2 231-1779
荒子小 1 268-2913
粕川小 3 285-2004

■学校医
家坂利清（表町二丁目）、清宮俊春（山王町二丁目）、木村
明夫（平和町二丁目）、今井昭満（東片貝町）、殿岡伸彦
（天川原町二丁目）
■学校歯科医
清宮正史（天川原町二丁目）、井田均（表町二丁目）
■学校薬剤師
石井寛（城東町四丁目）、角田健二（天川大島町二丁目）
■社会教育
田村迪夫（昭和町二丁目）、石田志津代（住吉町一丁目）、
深町平（下阿内町）
■社会体育
女屋榮一（女屋町）、浅見利江（南橘町）、久保原早苗（総社
町総社）、前橋市芳賀体育協会（鳥取町）、桃井地区体育協
会（南町一丁目）、前橋南部体育協会（六供町一丁目）
■学術・芸術文化
船津文男（表町一丁目）、坂本實（粕川町込皆戸）、御霊神
社保存会（粕川町女渕）

地域で協力し犯罪の防止を

工科大で医工連携の講演会

問
い
合
わ
せ
は
　
生
涯
学
習
課　

☎
２
１
０
―
２
１
９
８

　問い合わせは　安全安心課　☎898−5839

バイオマスタウン構想の意見を募集

教育文化の分野で功績をたたえ表彰

　問い合わせは　教育委員会総務課　☎898−5802

奮
っ
て
応
募
を

遊び場指導員を募ります
　本年度の教育文化功労者は、次の17人と４団体です。
―敬称略―

冬の県民防犯運動

数々の力作が展示されます


